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 みんなとともに笑顔いっぱい － 創立百周年 その先の未来へ みんなとともにスマイルミッション －

 

 

 

   
 夏季休業中の水泳指導は、今年度は７月３回と８月２回の５回とさせていただきます。昨年度、高 
温のために水泳指導を中止にしたことは記憶に新しいところですが、近年の天候の状況から考え、家 
からの往復を含めて熱中症から子どもを守る措置が必要と考えました。プールでの指導は危険と隣り 
合わせです。保護者の皆様の監視への協力もよろしくお願いいたします。 
 
 

福島県の代表として３名の本校児童が、東日本の大会に出場します。 
 
 ７月７日（日）に開催された「全国小学生陸上競 

技交流大会 福島県選考会」には、地区予選で入賞し 

た９名の子どもたちが参加しました。 

そのうち、上位入賞した３名が、８月１７日に函館 

で行われる「東日本都道府県小学生陸上競技交流大 

会」に福島県代表として出場することになりました。 

陸上競技への子どもたちの意欲が高い本校ですが、 

「創立百周年」に花を添える大変うれしい結果とな 

りました。 

 

福島第一中学校の生徒４名が「職場体験活動」に来ました。 
 
 ７月８日（月）から１２日（金）までの１週間、「中学生ドリームアップ事業」として、本校卒業生である

福島第一中学校の生徒４名が職場体験活動を行いました。 

 それぞれが担当学級において、“先生”を体験しました。いつもとは違った立場で「学校」を見たことと思

います。 

 朝は、昇降口に立って、「あいさつ運動」を行ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
校舎内で見つけた「授業の一場面」 

〈その１〉 １年生が、カブトムシを飼育箱から出し  〈その２〉 特別非常勤講師の水泳の先生が、２年 

てつかんでいる場                  生に「アキレス 

面を見ました。                   腱はどこにある 

                 子どもたちの目                  の？」と聞いて 

がキラキラと光っ                  いました。今度 

ていました。                    は分かったので

で、               貴重な体験にな                  準備運動も上手 

ったことと思いま                  にできることと 

す。                        思います。 

 
 


